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本日のプログラム 
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次回プログラム予告 

社会奉仕部会担当例会：ゲスト卓話 

9月22日（木）12：30～／三次商工会議所（ハイブリッド形式） 

ゲスト卓話 
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 皆様、こんにちは。 

 台風一過、気温も少し下がり秋らしい気候になりました。折しも奧田元宋・小由女美

術館では「親愛なる友フィンセント～動くゴッホ展」が今日から始まりました。今朝、

開会式に行ってまいりましたので、その一端を報告します。 

フィンセント・ファン・ゴッホは27歳で絵画を志し、37歳で生涯を閉じたオランダの青

年です。絵を本格的に描いたのは27歳から37歳の10年間ですが、この間およそ2,000点もの作品を残しま

した。つまり１年間に200点以上の作品を描いたことになり、すごい数ですね。当時、ゴッホは「孤独と

狂気の画家」と言われましたが、後には「近代美術の父」と呼ばれました。 

今回の展覧会は、このゴッホの数奇な画家人生を垣間見ながら、先進のデジタル技術によって命を吹

き込まれた「デジタルファインアート展」です。デジタル画像となったゴッホの絵は、動くんです。顔

の表情の変化や風景の中の例えば雲が動くなど、びっくりする表現力となっています。５年の歳月をか

けて、世界中から蒐集した作品が、満を持して一堂に会した「新・ゴッホ芸術空間」でもあります。 

この「デジタルファインアート展」は、去年夏、鹿児島県枕崎市で開催され、大きな反響を呼びまし

たが、今回、新たな展示コーナーが二つ加わって、展示作品数は860点、初のフルパッケージ版での展示

となっています。あたかも季節は秋。９月の「月間ロータリーテーマ」は「基本的教育と識字率向上」

で、様々なことを学習しようというものです。動く絵画「デジタルファインアート」として現代に蘇っ

たゴッホの作品を堪能されてはいかがでしょうか。10月25日（火）まで、奧田元宋・小由女美術館で開

かれています。 

さて、本日の例会は「会員卓話」です。よろしくお願いいたします。 

以上、本日の例会が、皆様にとって有意義な時間となりますよう、ご祈念申し上げ、本日のごあいさ

つといたします。ありがとうございました。 

会 長 挨 拶 ： 新 宅 冨 士 夫 



幹事報告：藤後敏彦  幹事 

【点 鐘】 新宅 冨士夫 会長  【ソング】 「君が代」「それでこそロータリー」 

委 員 会 報 告 

例   会   次   第 

第2699回（8月25日）の出席報告 第2701回（9月8日）の出席状況 

会員数 出席者 免除者 Make-up 出席率 会員数 出席者 欠席 出席率 

39 29(4) 0 1 76.92％ 39 31(3) 8 79.49％ 

Make-up内訳：佐藤会員(8/25理事役員会議) 

（ ）内はオンライン参加者数 出 席報告：荻 原  治  部会長 

≪発信文書≫ 

・国際ロータリー：ロータリアン9月号 

・東城RC：2022-23年度クラブ概要・活動計画書 

記 念 品 贈 呈 

児玉会員（奉仕プロジェクト委員会） 

・2022-23年度RYLAが12月13日(土)～14日(日)に防府市内で開催されることになりました。会員さんの事

業所に18～30歳までで参加を希望される方、またはお知り合いの方がいらっしゃればお知らせくださ

い。もう一つは、昨年も開催いたしましたが、横浜DeNAベイスターズの大田泰示選手を招いて野球教室

を今年も開催いたします。 

2021-22年度皆出席 配偶者誕生月 

柘植 雅寛会員 



 広田 恭祥会員 

・ 入 会 日 ： 2022年4月28日 

・ 事業所名 ： 中国新聞社三次支局 

・ 役    職 ： 支局長 

・ 職業分類 ： 新聞発行 

S A A 報 告 ： 石 井 浩 彦  Ｓ Ａ Ａ 

    スマイル・健康感謝箱                      計5､000円  

氏   名  内            容  

新宅 冨士夫 

柘植 雅寛 

児玉 敏宏 

柘植 雅寛 

広田さん、本日の卓話よろしくお願いします。 

おかげさまで初めての皆出席となりました。これからも、よろしくお願いします。 

入会月 

創業月、配偶者誕生月 

プログラム：新入会員卓話 


